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気候変動に伴 う極端気象に強い 都市創 り （TOMACS ）の 概要
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1．は じめに

　ゲリラ豪雨などの極端気象を現象解明
〜

予測〜防災

と総合的 に捉える研究プ ロ ジ ェ ク トが 100名を越える研

究者 ・防災担当者の 参加 の もと 2010年 7 月から開始 さ

れ た。科学技術戦略推進費 （科学技術振興機構1文部科学

省）の 研究プ ロ グラム 「気候変動に対応 した新たな社会

の 創出に向けた社会シ ス テム の 改革プ ロ グラム 」 で 採択

された 研究プ ロ ジ ェ ク ト 「気候変動 に伴 う極端気象に強

い 都市創り」である。略称名は TOMACS （Metropolitan

Area　Convection　Study　fbr　Extreme　Weather

Resihent　Cities）と名付けられた。 以 下，脳 ）MACS の

概要 と内容に つ い て 紹介する 。

2 ．ミッ シ ョ ン ス テ
ー

トメ ン ト

　理学 ・工 学 ・社会学 の 研究者 で構成される研究チ
ーム

に よ り，首都圏に稠密気象観測網を構築 して極端気象の

発生プ ロ セ ス ，メ カ ニ ズ ム を解明し，現象を早期に検知

しエ ン ドユ
ー

ザ
ー

に伝達する 「極端気象監視 ・予測 シス

テ ム 」 を開発 し ， 関係府省 ・地方公 共団体 ・民 間企業 ・

住民 との 連携の もとで社会実験を お こ なう。社会実験か

ら提起され る諸問題を議論 し，関係府省や地方公共団体

へ の 提言 と して ま と め る こ とに よ り社会の 変革を 図 る。

3．研究テ
ー

マ と研究体制

　 こ の プ ロ ジ ェ ク トは 3 つ の 研究課題 か ら成る。「稠密

観測に よ る極端気象の メ カ ニ ズ ム 解明」，
「極端気象の 監

視 ・予測 シス テム の 開発 」，「極端気象に強い 都市創 り社

会実験」 で ある （図 1 参照）。研究課題 1，2，3 の 責任

機関は それ ぞれ気象研究所，防災科学技術研究所，東洋

大学 で ある。計 25 を越える研究機関，大学，地方公共

団体，民間企業が参加しお り，防災科学技術研究所は代

表機関として 全体をと りまとめ る。

　各研 究課 題 は 極端気象 に 強 い 都市 を 実現 す る に あた

っ て の 隘路 となっ て い る課題を解決するため に設定 さ

れ 為 第
一

の 隘路は，極端 気象 自体の 実態が よ くわ か っ

て い な い こ とで あ る。こ の た め，課 題 1で は参 画 研 究機

関が所有する最先端の 観測機器と気象庁や国交省の 既

存観測機器 に よ る 稠密観測を実施 して 極端気象 の 実態

を明らか にする。

　第二 の 隘路は，狭い 範囲で急速に発達する極端現象に

対して ， 時空間的 に詳細な情報を的確なタイ ミン グで伝

達する技術が未開発 で あるこ とが ある。課題 2 で は，防

災機関や国民が準備対応をお こなうに 十分な精度と余

裕時間を持 っ 極端気象監視 ・予 測 シ ス テ ム を開発す る 。

　第三 の 隘路は，研究成果が必ず しも実社会に実装 され

継続的に利用されない 点である。そ こで，課題 3 で は，

関連省庁，地方自治体，民 間企業，
一

般住民 の 連携の も

と，開発 した監視 ・予測 シ ス テ ムの 社会実装に向けた 社

会実験を実施する。

4 ．今後の計画

　準備期間を経 て，2011年 か ら試験観測が 開始され た 。

2012 年からは 本格観測と開発 した予測 シ ス テム の 社会

実験が開始され る。また，国際研究プ ロ ジ ェ ク トとして

海外の 研究機関 との 連携を強化 して い く予定である。

図 11〈）MACS の 研究課題 と体制
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